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適合するものとすること。 

⑶ バッテリーは，ＪＩＳ規格５５Ｄ２３Ｒを２個又は１３０Ｆ５１を１個とし，コード類は

十分に余裕を取ること。 

３－８ タイヤ 

⑴ 使用タイヤは，スペアタイヤを含めチューブレスラジアルタイヤとすること。 

⑵ スペアタイヤの脱着が，容易に行える格納装置を適切に取り付けること。 

３－９ 燃料タンク 

燃料タンクの容量は，６５リットル以上とすること。 

３－10 視界 

⑴ フロント及びリヤの両方のウインドーに間欠式ワイパーを取り付けること。 

⑵ 左右のフロントドア又はフェンダーには，アウターミラーを取り付けること。 

⑶ フロントには，アンダーミラーを取り付けること。 

⑷ リヤウインドーは，デフォッガーを取り付けること。 

なお，高温防止の安全対策として，一定時間で電流が止まるタイマー付とすること。 

⑸ ドアミラーは、電動格納式リモコンメッキタイプとすること。 

⑹ 運転室のルームミラーは２段式等とし，助手席からも後方が確認できるようにすること。 

⑺ 運転席及び助手席ドアの窓ガラスは，電動で上下するパワーウインドウとすること。 

３－11 取付計器 

⑴ スピードメーター（走行距離計及びトリップメーター付き）を取り付けること。 

⑵ エンジン冷却装置の水温計を取り付けること。 

⑶ 燃料計を取り付けること。 

⑷ トランスミッションのポジショニングをメーターパネル内に取り付けること。 

⑸ 上記の計器は，夜間用の照明灯（内部照明でも可）を取り付けること。 

３－12 運転室のエアコンディショナー 

⑴ 暖房装置 

ア 暖房装置は，エンジン冷却水利用の温水型とすること。 

イ 暖房装置を運転室内の適切な位置に取り付けること。 

ウ 暖房装置は，運転室内を有効に暖房するのに必要な能力を有するものとすること。 

エ 暖房装置は，シャシメーカー純正品とすること。 

⑵ 冷房装置 

ア 冷房装置は，シャシエンジンにより駆動するコンプレッサーを使用すること。 

イ 冷房装置を運転室内のフロントの適切な位置に取り付けること。 

ウ 冷房装置は，運転室内を有効に冷房するのに必要な能力を有するものとすること。 

エ 冷房装置は，シャシメーカー純正品とし，冷媒に使用するガスは，代替フロンガスとす

ること。 

オ ドレーン水は，適切に車外に排出できるものであること。 

なお，冷房装置運転時，結露等のないように適切に対処すること。 

⑶ 換気装置 

ア 外気を運転室内に導入し送風することができ、運転室内の空気を循環する機能も併せて

有するものとすること。 

イ 換気装置は，上記の暖房装置及び冷房装置と併用できるエアミックスタイプとすること。 

３－13 運転室内取付品 

⑴ 運転席及び助手席用のアシストグリップを取り付けること。 

⑵ 運転席及び助手席には，ＥＬＲ付き３点式シートベルトを取り付けること。 

⑶ 運転席用の補助拘束装置（ＳＲＳエアバック）を取り付けること。 

⑷ 運転室の床面には，フロアシートを張ること。 









 

 

80mm 
4
0
m

m
 

20mm 

 

(7) モバイル通信アンテナ 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) GPS アンテナ 
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(9) 外部補助設定器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


